
産業洗浄はものづくりの次世代を担います。 
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******************************************************************************* 

メールマガジン第 108 号をお送り致します。 

梅雨がまだ明けません。このメールマガジンが配信の頃には明けて 

るといいと思います。くれぐれも熱中症等々お気をつけください。 

今年は熱くなるのが早かったような気がしているのは自分だけでし 

ょうか。 

年々春と秋が短くなり夏が長くなっていくような。クールビズやノ 

ーネクタイはすでに当たり前になって死語になりつつあります。 

これも地球温暖化の影響でしょうか。地球温暖化は自然への環境破 

壊はもちろんですが、日々の生活の中へ少しづつ根を広げています。 

身近なところからも感じとることができるかもしれません。 

 

 

今月は、 

（1） トピックス：第 30 回洗浄大学 産業洗浄基礎講座無事終了 

（2） 【募集中】 2023 年度(第 9 回)産業洗浄優秀新製品賞 

（3） 【募集中】 洗浄技術フォーラムにおける技術発表について 

（4） 連載：東西対決 「大塚駅」 （ペンネーム：SJ） 

（5） リレーコラム ：「坂道の話」 （ペンネーム：アップヒル） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（１）トピックス：第 30 回洗浄大学 産業洗浄基礎講座無事終了 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第 30 回洗浄大学 産業洗浄基礎講座が 6 月 26 日 日刊工業新 

聞社本社ビルにて開催されました。 

新型コロナウィルスが第 5 類となり、昨年に比べ大勢の方々に 

聴講頂きました。募集 40 名に対しご参加 39 名と好評のうちに 

行うことができました。 

今後も日本の産業を盛り上げるため、多くの方々のご参加をお 

待ちいたしております。 



 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（２）【募集中】 2023 年度(第 9 回)産業洗浄優秀新製品賞 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【募集中】 2023 年度(第 9 回)産業洗浄優秀新製品賞 

 

2023 年度(第 9 回)産業洗浄優秀新製品賞の応募製品を募集中です。 

日本産業洗浄協議会では産業洗浄にかかわる地球環境保護および技術振興を図り、わが 

国産業の発展に寄与することを目的に、2015 年から「産業洗浄優秀新製品賞」を設け、 

受賞された商品を表彰しております。 

新しい技術や業界へのインパクト、環境にやさしい等の洗浄にまつわる新製品を募集し 

ています。 

受賞製品は当協会のホームページやメールマガジン、季刊誌「産業洗浄」でのご紹介、日 

刊工業新聞等での受賞内容の記者発表もあります。 

正会員、賛助会員の皆様には是非ご応募いただきますよう、ご案内致します。 

 

                    記 

１．募集対象 

2019 年 4 月以降に開発・商品化された新規性・独創性に富む下記の新製品 

(ア)        洗浄装置および付帯設備 

(イ)        洗浄剤および洗浄にかかわる消耗品 

ただし、既存の製品のデザイン、形状および名称等の変更に留まり、性能改良が伴わないも 

のは対象外です。 

２．応募資格 

日本産業洗浄協議会正会員および賛助会員 

３．選考方法 

洗浄技術委員会所管の「産業洗浄優秀新製品賞選考委員会」が応募書類に基づいて選考を 

行い、受賞にふさわしい製品に賞が与えられます。必要に応じて応募者に追加資料提出を依 

頼することもあります。 

４．受賞者特典 

   ①当協議会ホームページ及びメールマガジンにて受賞商品の紹介を行います。 

   ②当協議会の季刊誌「産業洗浄」に受賞商品の紹介記事を掲載します。 

   ③日刊工業新聞他の有力新聞に受賞内容の記者発表を行います。 

   ④洗浄総合展で受賞商品のパネル展示を行います。 



   ⑤洗浄総合展で受賞の賞状及び盾の授与式を行います。 

これらによりまして、 

①受賞製品の認知度向上につながります。 

②売上拡大のための販路開拓チャンスの増加につながります。 

③受賞製品のみならず企業イメージアップにつながります。 

５．申請費用 

1 件につき 1 万円 （消費税別） 

６．申請用紙 

  JICC のホームページ お知らせ欄 をご参照ください。 

７．副賞 

賞状および記念盾 

８．スケジュール 

2023 年     

4 月 17 日（月）  受付開始 

8 月 18 日（金） 募集締切 

9 月下旬(予定)    当選連絡、受賞式説明用スライド用資料提出要請 

10～11 月 (予定) プレスなどへ当選発表 

11 月 29 日(水)(予定) 2023 洗浄総合展にて授賞式を行います。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（3）【募集中】 洗浄技術フォーラムにおける技術発表について 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【募集中】 洗浄技術フォーラムにおける技術発表について 

 

JICC では洗浄技術フォーラムにおける技術発表を、現在募集中です。 

貴社の持つ新技術を発表して頂く場としてご活用ください。 

実際に部品洗浄の現場を担当されている聴講者の方が、1 日で洗浄技術フォーラムの受講 

と洗浄総合展の見学ができるように、今年から技術発表の時間を 15 分に絞ります。 

質疑応答時間は設けませんので、詳細については貴社展示ブースまたはお問い合わせ窓 

口で、より具体的なご説明をお願いします。洗浄・乾燥に関わる新技術アピールの場と 

して、貴社の宣伝にもお役に立つと存じますので、是非応募くださいます様お願い申し 

上げます。 

 



                   記 

日時           ：2022 年 11 月 30 日（木） ２０２３洗浄総合展（リアル展）の 2 日目  

場所           ：東京ビックサイト 会議棟 605 会議室（100 名程度の予定） 

方式           ：対面式でパワーポイント資料投影により発表(質疑応答なし) 

         A4 1 枚でのレジメ配布(様式は申し込み時に返信送付します) 

内容           ：会員及び産業洗浄分野の聴講者に役立つ貴社のユニークな技術紹介 

(展示ブースのアピールに触れていただいても構いません) 

 

発表時間       ：15 分 

募集発表数     ：2～3 件 

応募締め切り   ：8 月 28 日（月） 

応募方法       ：JICC ホームページ お知らせ欄 をご参照ください。 

洗浄技術委員会にて、課題を整理して選考させていただきます。 

その際、詳細情報をお問い合わせさせていただく場合があります。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（４） 連載：東西対決 「大塚駅」  （ペンネーム：SJ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

まだ梅雨明け宣言がされていない関東ですが、暑い日が続い 

ていますね。。。皆様体調を崩されていないでしょうか？きちん 

と水分補給をし体調管理しましょう。 

 

さて今回ご紹介する大塚駅は、山手線で唯一路面電車への乗 

り換えが可能な駅です。大塚にお住いの方には申し訳ありませ 

んが、、私的にはあまり目立たない駅、、という印象です。 

ただ、大塚駅を調べてみると、、大変気になる情報がありました。 

 

大塚は古くから”日本酒の聖地”と呼ばれており、普通酒から大吟醸まで様々な銘柄を豊 

富に揃えているお店がたくさんあるようです。中でも『串駒』さんは銘酒として名高い” 

十四代”を世に広めた店だとか。 

元オーナーの大林禎氏が熊本から 18 歳で上京し、25 歳で串駒を開店。いち早く日本酒 

専用の冷蔵庫を設置し、生酒を置くようになったそうです。 



日本酒メニューには通年で 15 種類の十四代があり、それ以外にも季節の 

十四代があります。また、お料理も季節のものをはじめ、本格的な肴がと 

てもお手頃価格で提供されています。 

もうこれは行くっきゃありませんね！ 

 

でも、今の時期は水分と言ってもお酒で水分補給はだめです！アルコールの入っていな 

い飲み物で水分補給しましょう。 

 

次は『巣鴨駅』です。お楽しみに！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（5）リレーコラム：「坂道の話」 （ペンネーム：アップヒル） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

坂道の多い町というと、神戸、尾道、長崎などが思い浮かびますが、 

東京にも 800～900 以上の坂道があるそうで、神楽坂(新宿区)、乃木 

坂(港区)、道玄坂(渋谷区)など全国的に有名な坂道も多数あります。 

私が住んでいる大田区は、区の半分ほどの南部が平地で羽田空港など 

があります。北部は武蔵野台地の端にあるため、坂道が多い町となっ 

ています。(ちなみに、大田区の面積の 3 割ほどが羽田空港です) 

健康維持、運動不足解消のためには、坂道ウォーキングが効果的と言わ 

れます。私の場合、ウォーキングとはいきませんが、散歩しながら、近隣の坂道を巡っ 

ています。マイナーな坂道ですが、名前の由来など、いくつかご紹介します。 

大田区では、有名な坂の１つとして「桜坂」があります。田園調布本 

町にあり、昔は、旧中原街道の切通しで、勾配がきつい坂であったそ 

うです。昭和初期に坂の両側に桜の木が植えられ、名前の由来になっ 

ています。春になると桜が満開となり、多くの見物人が訪れます。福 

山雅治さんの「桜坂」のモデルとも言われています。 

南馬込には、「鐙坂」(あぶみざか)があります。鎌倉時代の武将であ 

る梶原景季の愛馬の鐙(人が足を乗せる馬具)が落ちたという伝説があ 

る地域です。鎌倉時代から伝わるとは、歴史を感じ恐れ入ります。梶原景季は、景時の 

息子ですが、大河ドラマ「草燃える」や「鎌倉殿の 13 人」が思い浮かびます。 



南久が原には、「ぬめり坂」があります。なだらかなで目立たない 

坂ですが、旧鎌倉街道で、昔は、多摩川の近くにあり、大雨が降 

ると、ぬめって上れなかったと言われ、これが由来と言われてい 

ます。私の小さい頃も、雨が降ると、家の周りなどにぬめり道がよ 

くありました。最近は、道路が舗装され、住宅街では、ぬめりも見 

られなくなりました。 

 

「上り坂あれば下り坂あり」 「人生の三つの坂。上り坂、下り坂、まさか」など坂道 

のことわざがあります。 

年を取ってくると、上り坂は、肉体的にも、精神的にも、より一層辛くなってきますが 

、「下り坂を楽しみにしながら、上り坂を楽しむ」との気持ちで、坂道巡りは続けてい 

きたいと思います。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

最後までご覧いただきありがとうございました。今後ともご愛顧のほどよろしくお願い致

します。  

▼≪配信停止≫をご希望の方は、お手数ですが以下をクリックし、その旨ご記入いただき

送信下 

さい。▼ 

 

 

 

sskjicca@jicc.org 

▽お送りしたこのメールは、送信専用ですのでこちらには、返信しないで下さい。▽ 

 

mailto:sskjicca@jicc.org

